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第 1部 “Before the Tribunal”では、主に、ユダヤ教
徒や改宗者を対象とする異端審問の状況やその背
景について、ペラのケースを主たる例にとりなが
ら、論じている。第 1章、第 2章の 2章が含まれる。
































第 2 部 “At the Front of New Life” では、1391 年
以前の改宗者の状況や改宗の動機などについて論
じられている。第 3章、第 4章の 2章を含む。




























































































































































































































京都大学学術出版会、2012 年 10 月刊、A5 判、
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岩波書店、2013 年 5 月刊、新書判並製、228 頁、
760 円＋税、ISBN978-4-00-431426-4
本書は表題からも明らかなように、エドワード・
ギボンの大著に対するオマージュである。18世紀
のギボンがゲルマン人とキリスト教をローマ帝国
の衰亡の原因と見做して以来、数多くの学説が提
143書評・新刊紹介
制（dominatus）」が始まったと評価されてきた。
著者は騎士階級を重用した前者の改革を彼以前の
優秀な軍人皇帝たちの功績の延長上にあるものと
評価して、騎士身分の職を元老院議員に開放し旧
来の伝統に復したコンスタンティヌス 1世の改革
と峻別している。その上で、後の改革につながる
コンスタンティヌスの政治的・軍事的過程が確認
される。ライヴァルと競っていた副帝時代からガ
リアを根拠地とした彼を支えたのは同地の有力者
であり、皇帝は後に彼らを「元老院格」と遇した。
帝国全体を支配する勝利者として臨んだ東方では
直属の官僚を用いた強力な皇帝政治を打ち立てる
ことができた一方で、西方では在地の有力者への
配慮から、元老院議員（後のセナトール貴族）と
の伝統的な協調関係の下で政治が行われるように
なったとされる。この東西での違いが、後代の西
方における帝国の衰退の遠因になるとされる。
第 3章「後継者たちの争い――コンスタンティ
ウス二世の道程――」では、コンスタンティヌス
1世の後継者コンスタンティウス 2世の治世が扱
われる。大帝の死後に親族・有力政治家が殺害さ
れた結果、帝国東方を継承したコンスタンティウ
ス 2世は強力な皇帝権力を持つことになった。し
かし、それは官僚・宦官に依拠したものであり、
拡充された元老院の有力議員を加えた側近たちに
よって後代の政治が左右される遠因となったとさ
れる。弟コンスタンスを殺害し帝国西方の帝位を
簒奪したマグネンティウスを破った後、簒奪帝に
協力した現地の協力者を執拗に粛清したために、
コンスタンティウスは西方で支持を得ることがで
きなかった。ササン朝ペルシアに対処するために
東方に赴かなくてはならなかった彼は、その任を
年少の従弟ユリアヌスに託すことになる。
第 4章「ガリアで生まれた皇帝――「背教者」
ユリアヌスの挑戦――」では、正帝としての在位
期間が短いために軽視されてきたユリアヌスに対
し、5年に亘る彼の副帝時代をも射程に捉えた再
評価が行われる。この段階では、まだローマの統
制力は西方にも及んでいたので、ユリアヌスは比
較的容易にガリアを再編し、同地でコンスタンティ
ヌス 1世以来の現地の新興有力者「第三の新しい
ローマ人」を積極的に登用した。コンスタンティ
ウス 2世は対ペルシア戦争への援助要請をユリア
ヌスに行ったが、これを嫌ったガリア出身者を多
く含む兵士たちは、ユリアヌスを正帝と仰いで、
クーデタを敢行した。対決を前にコンスタンティ
ウスが病死したため、ユリアヌスは自軍を率いて
東方に赴き、間もなく対ペルシア戦争で敗死する。
第 5章「動き出す大地――ウァレンティニアヌ
ス朝の試練――」では、ユリアヌス後の帝国の混
乱が描出される。ユリアヌスの死後、帝位に就い
たウァレンティニアヌスは弟ウァレンスに東方を
委ね、自らはユリアヌスによる軍事力の引き抜き
で不安定化した西方で苦闘する。彼の死後、後継
者の宮廷で力をもったのは「第三の新しいローマ
人」であった。不安定化した西方では、農民たち
は在地の有力者を頼るようになり、「ローマ帝国
の統治から遊離した、独立傾向を持つ結合体」が
形成され、「民族大移動」後の部族国家の基盤と
なっていく。さらに今日の研究を踏まえて、ゴー
ト族を始めとする「ゲルマン」諸部族を、離合集
散を繰り返す緩やかな集団「エトノス」と捉え
て、「民族大移動」の再評価が行われる。通説と
は異なり、実態は「大移動」と呼ばれるほどの規
模ではなく、多く見積もっても数万人規模である
とされる。むしろ問題となるのは、ドナウ渡河後
のゴート族に対するローマ側の対応が劣悪であっ
た為に、複数のエトノスが対ローマで連帯する状
況が生まれたことであったとされる。この状況下、
ウァレンスは、南下するゴート族を征討しようと
するが、378年にアドリアノープルで壊滅的な大
敗を喫し、帝国東方は混乱状態となる。
第 6章「瓦解する帝国――「西」の最後――」
では、アドリアノープルの戦い以後の状況が述べ
られる。東方の混乱はテオドシウス 1世によって
収められたものの、彼の死後、ゴート族は再び移
動を始め、西方に向かうこととなる。年少の皇帝
を戴く側近により牛耳られていた東西両帝国は境
界領域をめぐって対立していたために、協力して
ゴート族に対応できなかった。そのため、西方の
ローマ軍総司令官スティリコはイタリアを守るた
めに西方辺境を放棄せざるを得なかったが、この
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ことによりローマは「帝国」ではなくなったとさ
れる。この頃、「新しいローマ人」となっていた
ゴート族出身者に対する排斥傾向「排他的ローマ
主義」が顕著となり、従来の寛容さはローマから
失われた。コンスタンティヌスのような強力な皇
帝との繋がりによって台頭してきた「第三の新し
いローマ人」は、皇帝権の弱体化によって後ろ盾
を失ったとされる。408年にスティリコが失脚す
ると、西帝国はゴート族を止めることができなく
なり、410年にローマ市は略奪されることになる。
終章「ローマ帝国の衰亡とは何であったか」に
おいて、まず述べられるのはアドリアノープルの
戦いから僅か 30年で西方の支配権を失ったこと
である。この原因として、かつて帝国を統合して
いた「ローマ人である」というアイデンティティ
が失われ、排他的イデオロギーに堕したことが挙
げられる。その結果、東方では強力な皇帝権力に
よって国家統合は維持されたものの、それを欠く
西帝国は自壊したと結論付けられる。
現在の研究動向を踏まえ、大きなパースペクティ
ヴと緻密さとを兼ね備えた本書の意義は明らかで
ある。本書では簡単にしか触れられていない「排
他的ローマ主義」とキリスト教との関連について
も、ギボンの内因説の焼き直しではなく、キリス
ト教もまた同時期に不寛容化したのではないかと
の見通しが述べられており、大変興味深い。予告
されている次作への期待が高まるところである。
本書に関して 1つ指摘しておくべきは、最新の
研究を利用しているために、5頁において「こう
した学界の傾向とは異なり」と述べられているに
も拘らず、本書もまた 21世紀ヨーロッパからの
視角から大きな影響を受けている点である。「大
河と森のローマ帝国」という視角は、これまでロー
マの辺境あるいは外部と位置づけられてきた英独
をも含めた EU的ヨーロッパの現状に親和的であ
るように思われた。ただ本書が 21世紀のローマ
帝国衰亡史の叙述である以上、これは全く否定す
べき点などではないことは言うまでもない。
本書で、その喪失が衰亡の原因として挙げられ
る「ローマ人である」アイデンティティについて
は、「ローマ風生活様式」や軍隊と結び付いた実
体的なものだと位置づけられている。この点は非
常に説得的であるように思われるが、それを受け
入れると次のような疑問に思い至る。それでは、
どうしてローマ人は長年の寛容さを急速に失って
しまったのか。かつての「ローマ人らしさ」は勝
者ゆえの余裕であり、アドリアノープルの戦い以
降、急速に軍事的に弱体化したからこそ、その余
裕が失われたと考えるべきなのか。おそらく、こ
のアイデンティティと衰亡との関連は、お互いが
お互いの原因であり結果である相互作用であるよ
うに思われた。
共和政期を研究している評者にとっても、外部
者を「ローマ人」として受け入れていく許容度と
いう問題は興味深い。通常、同盟市戦争の原因は、
対外戦争などによる利益の点で有利となったロー
マ市民権を同盟市が要求したが、この要求をロー
マが拒否したからであるとされている。4世紀後
半まで続くローマの「寛容さ」の伝統において、
これは例外的事項として位置づけられるべきか、
それとも他の理由を想定し得るのか。本書から受
けた知的興奮は容易には醒め難いようである。
（鷲田睦朗）
